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1CD1CD--ADVENTUREADVENTURE

起動起動
CDCDをトレイに入れて、をトレイに入れて、CDCDから起動します。から起動します。

解析データの保存には解析データの保存にはUSBUSBメモリが便利です。メモリが便利です。
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ADVENTUREADVENTUREシステムの起動システムの起動

赤丸のアイコンをダブルクリック赤丸のアイコンをダブルクリック
します。します。



解析ケース解析ケース

これから読み込むデータの種類これから読み込むデータの種類
を決定します。を決定します。

STLSTL（テキスト）、（テキスト）、IGESIGES、、AdvCADAdvCADかか
ら選びます。ら選びます。

この説明書では、この説明書では、AdvCADAdvCADデータデータ

を用いた例題を行います。を用いた例題を行います。



解析データ作成解析データ作成

「形状データ読込」を選び、「「形状データ読込」を選び、「AdvCADAdvCAD」」
フォルダの中の、フォルダの中の、
「「stress_concentration.gm3dstress_concentration.gm3d」を開きます」を開きます



解析データ作成解析データ作成

「要素長設定」を選びます。「要素長設定」を選びます。

読み込んだモデルを四面体で分割します。読み込んだモデルを四面体で分割します。

分割する四面体の大きさを決めます。分割する四面体の大きさを決めます。

今回は「１０」を入力し今回は「１０」を入力しEnterEnterキーを押します。キーを押します。



解析データ作成解析データ作成
「形状データ確認」を選びます。「形状データ確認」を選びます。

四面体で分割されたモデルを表示します。四面体で分割されたモデルを表示します。

はじめは、細かく分割しないでください。はじめは、細かく分割しないでください。

細かすぎるとメモリが足りなくなります。細かすぎるとメモリが足りなくなります。



解析データ作成解析データ作成

「要素分割」を選びます。「要素分割」を選びます。

四面体で分割します。四面体で分割します。

分割後のデータ（形状）で解析を行います。分割後のデータ（形状）で解析を行います。



境界条件作成境界条件作成

「物性値設定」を選びます。「物性値設定」を選びます。

ヤング率とポアソン比を入力します。ヤング率とポアソン比を入力します。

入力後、入力後、EnterEnterキーを押して確定します。キーを押して確定します。

今回は、ヤング率今回は、ヤング率 2100021000、ポアソン比、ポアソン比 0.30.3
とします。とします。



境界条件作成境界条件作成
「境界条件設定」を選びます。「境界条件設定」を選びます。

ShiftShiftキーを押しながらクリックします。キーを押しながらクリックします。

マウス右ボタンを押して、面を選びます。マウス右ボタンを押して、面を選びます。

BCBC →→ Add DisplacementAdd Displacement を押します。を押します。

選択した面に、固定条件をつけます。選択した面に、固定条件をつけます。

今回は完全固定するので今回は完全固定するので X,Y,ZX,Y,Zにチェックします。にチェックします。

OKOKボタンを押します。ボタンを押します。



境界条件作成境界条件作成
ShiftShiftキーを押しながらクリックします。キーを押しながらクリックします。

マウス右ボタンを押して、面を選びます。マウス右ボタンを押して、面を選びます。

BCBC →→ Add DisplacementAdd Displacement を押します。を押します。

選択した面に、固定条件をつけます。選択した面に、固定条件をつけます。

今回は今回はXX方向に引張るので、方向に引張るので、X,Y,ZX,Y,Zにチェックし、にチェックし、
XXの値にの値に 0.1 0.1 を入力し、を入力し、OKOKを押します。を押します。



境界条件作成境界条件作成

bcGUIbcGUI ウインドウウインドウ

FileFileから「から「Save ConditionSave Condition」を選びます。」を選びます。

solid.cndsolid.cnd を選び、を選び、OKOKボタンを押します。ボタンを押します。

FileFileからからQuitQuitを選び、境界条件の作成をを選び、境界条件の作成を

終了します。終了します。



解析解析

「解析スタート」を選びます。「解析スタート」を選びます。

解析が終了すると、ダイアログが解析が終了すると、ダイアログが
出ます。出ます。

解析終了まで、お待ちください。解析終了まで、お待ちください。



結果表示結果表示

「解析結果表示」を選びます。「解析結果表示」を選びます。
可視化ソフトが起動します。可視化ソフトが起動します。

マウス左ボタン：平行移動マウス左ボタン：平行移動

マウス中ボタン：回転マウス中ボタン：回転

マウス右ボタン：拡大縮小マウス右ボタン：拡大縮小

解析結果解析結果



結果表示結果表示

「応力」ボタンを押すと、相当応力「応力」ボタンを押すと、相当応力
が表示されます。が表示されます。

解析結果解析結果



結果表示結果表示

「３．結果」ボタンを押します。「３．結果」ボタンを押します。

「選択」ボタンを押すと、各成分ごとの値を「選択」ボタンを押すと、各成分ごとの値を
選ぶことができます。選ぶことができます。

「座標」ボタンは、赤（「座標」ボタンは、赤（XX座標）、緑（座標）、緑（YY座標）、座標）、
青（青（ZZ座標）を表示します。座標）を表示します。

解析結果解析結果



USBUSBメモリへの保存メモリへの保存

USBUSBメモリのマウントメモリのマウント
USBUSBメモリをメモリをPCPCに接続します。に接続します。

「コンピュータ」アイコンを開きます。「コンピュータ」アイコンを開きます。

USBUSBメモリのアイコンがあるので、ダブルメモリのアイコンがあるので、ダブル

クリックします。クリックします。



USBUSBメモリへの保存メモリへの保存

USBUSBメモリの使用メモリの使用
デスクトップにデスクトップにUSBUSBメモリのアイコンが出てきます。メモリのアイコンが出てきます。

解析データは「解析データは「studentstudentのホーム」内の「のホーム」内の「CAE_DAT]CAE_DAT]
フォルダです。フォルダです。

USBUSBメモリのアイコンを開いて、保存したいものをメモリのアイコンを開いて、保存したいものを

ドラッグ＆ドロップします。ドラッグ＆ドロップします。

「コピー」「コピー」 してから「貼り付け」でも大丈夫です。してから「貼り付け」でも大丈夫です。



USBUSBメモリへの保存メモリへの保存

USBUSBメモリのアンマウントメモリのアンマウント
USBUSBメモリをメモリをPCPCから外す前の操作です。から外す前の操作です。

USBUSBメモリアイコン上で、マウス右クリックし、メモリアイコン上で、マウス右クリックし、

メニューを出します。メニューを出します。

一番下の「アンマウント」を選びます。一番下の「アンマウント」を選びます。

USBUSBアイコンがデスクトップ上から消えます。アイコンがデスクトップ上から消えます。



iAgentiAgentを起動するため、を起動するため、赤丸の赤丸の

アイコンをダブルクリックします。アイコンをダブルクリックします。

弾塑性解析弾塑性解析



弾塑性解析弾塑性解析

iAgentiAgentが起動します。が起動します。

スタートをスタートをクリックします。クリックします。
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